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指
定
居
宅
支
援
事
業
者

身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事

業
を
行
う
事
業
所

名

称

主
た
る
事
務
所

の

所

在

地

身
体
障
害

者
居
宅
支

援
の
種
類

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ケ
ア
リ

バ
イ
ブ

弘
前
市
大
字
中

野
四
丁
目
六
の

九

居
宅
介
護

等
事
業

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ケ
ア
リ

バ
イ
ブ

弘
前
市
大
字
中

野
四
丁
目
六
の

九

平
成

��

･

�･

�

有
限
会
社
東
北

福
祉
サ
ー
ビ
ス

上
北
郡
東
北
町

字
往
来
ノ
下
一

〇
の
一

居
宅
介
護

等
事
業

ア
ル
プ
ス
ヘ
ル

パ
ー
セ
ン
タ
ー

上
北
郡
東
北
町

字
往
来
ノ
下
一

〇
の
一

〃

指
定
居
宅
支
援
事
業
者

知
的
障
害
者
居
宅
支
援
事
業
を

行
う
事
業
所

名

称

主
た
る
事
務
所

の

所

在

地

知
的
障
害

者
居
宅
支

援
の
種
類

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

社
会
福
祉
法
人

七
戸
福
祉
会

上
北
郡
七
戸
町

字
太
田
野
一
九

の
四

地
域
生
活

援
助
事
業

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
卯
の
花

上
北
郡
七
戸
町

字
七
戸
二
七
一

の
七

平
成
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･

�･

�
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青
森
県
告
示
第
七
十
号

児
童
福
祉
法(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
二
十
三

第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
七
十
一
号

森
林
法
施
行
令(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号)

第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
十
七
年
度
保
安
林
皆
伐
許
容
面
積
の
限
度
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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有
限
会
社
東
北

福
祉
サ
ー
ビ
ス

上
北
郡
東
北
町

字
往
来
ノ
下
一

〇
の
一

居
宅
介
護

等
事
業

ア
ル
プ
ス
ヘ
ル

パ
ー
セ
ン
タ
ー

上
北
郡
東
北
町

字
往
来
ノ
下
一

〇
の
一

〃

指
定
居
宅
支
援
事
業
者

児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
を

行
う
事
業
所

名

称

主
た
る
事
務
所

の

所

在

地

児
童
居
宅

支
援
の
種

類

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

有
限
会
社
東
北

福
祉
サ
ー
ビ
ス

上
北
郡
東
北
町

字
往
来
ノ
下
一

〇
の
一

居
宅
介
護

等
事
業

ア
ル
プ
ス
ヘ
ル

パ
ー
セ
ン
タ
ー

上
北
郡
東
北
町

字
往
来
ノ
下
一

〇
の
一

平
成

��

･

�･

�

皆
伐
許
容
面
積
限
度
を
定
め
る
単

位
区
域
又
は
森
林
の
集
団
の
所
在

保

安

林

種

皆
伐
許
容
面
積
限
度

(

ヘ
ク
タ
ー
ル)

中
村
川
〜
笹
内
川

水
源
か
ん
養
保
安
林

一
、
〇
七
七
・
六
二

岩
木
川
下
流

〃

三
五
九
・
四
三

岩
木
川
上
流

〃

一
、
〇
七
八
・
七
八

平
川

〃

五
九
二
・
〇
八

浅
瀬
石
川

〃

六
八
一
・
七
六

今
別
川
〜
蟹
田
川

〃

五
五
一
・
一
〇

青
森
地
区

〃

七
四
五
・
六
七

下
北
東
部

〃

九
七
九
・
八
七

下
北
西
部

〃

八
二
四
・
六
九

上
北
地
区

〃

九
七
・
八
六

七
戸
川

〃

六
三
〇
・
九
五

奥
入
瀬
川

〃

六
七
八
・
一
九

馬
淵
川
下
流

〃

九
五
三
・
二
五

新
井
田
川

〃

一
六
二
・
二
九

中
村
川
〜
笹
内
川

土
砂
流
出
防
備
保
安
林

一
六
七
・
五
三

岩
木
川
下
流

〃

三
〇
五
・
三
五

岩
木
川
上
流

〃

七
・
四
〇

平
川

〃

四
〇
・
六
八

浅
瀬
石
川

〃

一
〇
六
・
三
四

今
別
川
〜
蟹
田
川

〃

一
八
・
五
六
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青
森
地
区

〃

一
四
〇
・
二
六

下
北
東
部

〃

一
四
九
・
四
六

下
北
西
部

〃

二
二
・
四
四

上
北
地
区

〃

七
六
・
五
八

七
戸
川

〃

一
・
一
四

奥
入
瀬
川

〃

九
六
・
四
〇

馬
淵
川
下
流

〃

九
九
・
一
七

新
井
田
川

〃

〇
・
一
八

つ
が
る
市

(

平
成
十
七
年
二
月
十
一
日
合
併
前

の
木
造
町
の
区
域
に
限
る
。)

飛
砂
防
備
保
安
林

六
・
五
二

五
所
川
原
市

(

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
合
併

前
の
市
浦
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

六
・
二
〇

下
北
郡
東
通
村

〃

二
二
・
二
〇

む
つ
市

(

平
成
十
七
年
三
月
十
四
日
合
併
前

の
む
つ
市
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
二
二

下
北
郡
大
間
町

〃

〇
・
三
六

上
北
郡
野
辺
地
町

〃

六
・
二
〇

上
北
郡
六
ケ
所
村

〃

一
一
・
〇
六

上
北
郡
横
浜
町

〃

一
一
・
五
〇

三
沢
市

〃

一
〇
・
一
五

上
北
郡
百
石
町

〃

四
・
八
〇

八
戸
市

(

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
合
併

前
の
八
戸
市
の
区
域
に
限
る
。)

〃

二
・
六
六

西
津
軽
郡
鰺
ケ
沢
町

防
風
保
安
林

三
・
五
六

西
津
軽
郡
深
浦
町

(

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
合
併

前
の
深
浦
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

二
・
二
八

西
津
軽
郡
深
浦
町

(

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
合
併

前
の
岩
崎
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
六
〇

つ
が
る
市

(

平
成
十
七
年
二
月
十
一
日
合
併
前

の
森
田
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
八
〇

つ
が
る
市

(

平
成
十
七
年
二
月
十
一
日
合
併
前

の
車
力
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

六
九
・
一
六

つ
が
る
市

(

平
成
十
七
年
二
月
十
一
日
合
併
前

の
木
造
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

五
五
・
七
〇

五
所
川
原
市

(

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
合
併

前
の
市
浦
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

一
五
・
六
〇

北
津
軽
郡
鶴
田
町

〃

三
・
二
八

五
所
川
原
市

(

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
合
併

前
の
五
所
川
原
市
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
〇
二

五
所
川
原
市

(
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
合
併

前
の
金
木
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
三
〇

下
北
郡
東
通
村

〃

一
三
・
八
〇

む
つ
市

(

平
成
十
七
年
三
月
十
四
日
合
併
前

の
む
つ
市
の
区
域
に
限
る
。)

〃

四
・
二
〇
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青
森
県
告
示
第
七
十
二
号

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

起
業
者
の
名
称
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上
北
郡
野
辺
地
町

〃

〇
・
五
〇

上
北
郡
六
ケ
所
村

〃

三
二
・
八
〇

上
北
郡
横
浜
町

〃

八
・
三
〇

上
北
郡
七
戸
町

(

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
合
併

前
の
七
戸
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
六
六

上
北
郡
東
北
町

(

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
合
併

前
の
上
北
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
六
〇

三
沢
市

〃

四
・
七
〇

十
和
田
市

(

平
成
十
七
年
一
月
一
日
合
併
前
の

十
和
田
市
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
四
八

上
北
郡
百
石
町

〃

〇
・
〇
二

北
津
軽
郡
中
泊
町

(

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
合
併

前
の
中
里
町
の
区
域
に
限
る
。)

干
害
防
備
保
安
林

二
・
四
〇

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町

(

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日
合
併

前
の
三
�
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
〇
八

青
森
市

(

平
成
十
七
年
四
月
一
日
合
併
前
の

青
森
市
の
区
域
に
限
る
。)

〃

一
・
七
六

東
津
軽
郡
平
内
町

〃

〇
・
九
〇

下
北
郡
大
間
町

〃

三
・
六
〇

む
つ
市

(

平
成
十
七
年
三
月
十
四
日
合
併
前

の
川
内
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

二
五
・
九
四

む
つ
市

(

平
成
十
七
年
三
月
十
四
日
合
併
前

の
脇
野
沢
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

四
・
九
一

上
北
郡
東
北
町

(

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
合
併

前
の
東
北
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

〇
・
三
八

上
北
郡
七
戸
町

(

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
合
併

前
の
七
戸
町
の
区
域
に
限
る
。)

〃

二
・
八
〇

十
和
田
市

(

平
成
十
七
年
一
月
一
日
合
併
前
の

十
和
田
市
の
区
域
に
限
る
。)

〃

一
・
七
八

三
沢
市

〃

三
・
二
六

上
北
郡
六
ケ
所
村

〃

四
八
・
二
八

三
戸
郡
階
上
町

〃

三
・
九
四

三
戸
郡
三
戸
町

〃

九
・
三
二

三
戸
郡
南
部
町

(

平
成
十
八
年
一
月
一
日
合
併
前
の

福
地
村
の
区
域
に
限
る
。)

〃

八
・
六
四

津
軽
地
区

保
健
保
安
林

一
五
五
・
六
二

南
部
地
区

〃

八
八
・
八
八

� �
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弘
前
市

二

事
業
の
種
類

(
仮
称)

弘
前
市
城
東
第
四
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

青
森
県
弘
前
市
大
字
田
園
一
丁
目
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

本
件
事
業
は
、
弘
前
市
に
お
け
る
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
策
の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
児

童
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る

｢

社
会
福
祉
法
に

よ
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設｣
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

起
業
者
は
、
本
件
事
業
を
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
策
に
関
す
る
具
体
的
行
動
計
画
と
し

て
、
平
成
十
七
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た

｢

弘
前
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画｣

に

お
け
る
実
施
計
画
の
一
つ
と
位
置
付
け
、
か
つ
、
既
に
財
源
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
十
分
な
意

思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す

る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件

近
年
、
都
市
化
、
少
子
化
、
核
家
族
化
、
就
労
女
性
の
増
加
等
に
よ
り
、
児
童
を
取
り
巻
く

環
境
が
悪
化
し
、
児
童
の
体
力
・
運
動
能
力
の
低
下
、
生
活
習
慣
病
の
低
年
齢
化
、
少
年
犯
罪

や
児
童
に
対
す
る
虐
待
・
凶
悪
犯
罪
の
増
加
等
、
児
童
の
健
全
育
成
上
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
進

行
し
て
お
り
、
次
代
を
担
う
児
童
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
、
緊
急
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

弘
前
市
に
お
い
て
も
、
総
人
口
の
減
少
に
加
え
、
総
人
口
に
占
め
る
年
少
者
人
口
の
割
合
が

低
下
し
、
全
国
平
均
を
上
回
る
速
度
で
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
に

占
め
る
男
女
の
就
業
者
の
割
合
も
、
女
性
が
増
加
傾
向
に
あ
る
等
、
児
童
の
健
全
育
成
上
憂
慮

さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
起
業
者
は
、
平
成
十
二
年
三
月
に｢

安
心
と
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
弘
前｣

の
建
設
を
目
指
し

｢

平
成
十
二
年
弘
前
市
総
合
計
画｣

を
策
定
し
、
子
育
て
環
境
の
整
備
と
し

て
、
保
育
所
等
の
保
育
事
業
と
と
も
に
、
就
学
児
童
の
健
全
育
成
の
場
と
し
て
、
児
童
館
・
児

童
セ
ン
タ
ー
の
整
備
推
進
を
図
る
も
の
と
し
た
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
、
急
激
な
少
子
化
対
策
と
し
て
、
平
成
十
五
年
七
月
に

｢

次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法｣

、｢

少
子
化
社
会
対
策
基
本
法｣

な
ど
の
法
整
備
が
行
わ
れ
た
の
を
受
け
、

起
業
者
は
、
平
成
十
七
年
三
月
に

｢

弘
前
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画｣

(

以
下

｢

行
動
計
画｣

と
い
う
。)

を
策
定
し
た
。

こ
の
行
動
計
画
で
は
、
家
庭
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
地
域
な
ど
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
人
権
の
尊
重
を
第
一
に
考
え
て
行
動
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
自
立
で
き
る
よ
う
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
子
育
て
支
援
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
及
び
子
育
て
家

庭
の
孤
立
防
止
を
図
る
も
の
と
し
て
い
る
。

児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
上
で
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
保
護

者
の
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
就
学
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
安
全
か
つ
健
全
な
居
場

所
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
核
家
族
化
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど

に
よ
り
、
子
育
て
に
不
安
を
抱
え
る
家
庭
の
子
育
て
支
援
の
場
並
び
に
こ
れ
ら
を
支
え
る
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成
・
助
長
の
場
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

今
回
、
事
業
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
弘
前
市
立
福
村
小
学
校
区
及
び
同
東
小
学
校
区

(

以

下

｢

対
象
地
域｣

と
い
う
。)

で
は
、
こ
れ
ま
で
、
集
会
所
等
公
共
施
設
を
借
り
て
放
課
後
児

童
会

(

な
か
よ
し
会)

を
開
催
し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
き
た
が
、
近
年
、
本
件
対
象

地
域
に
お
い
て
は
、
地
区
人
口
と
と
も
に
児
童
数
の
増
加
が
著
し
く
、
現
状
で
は
、
施
設
が
狭

隘
で
、
か
つ
、
待
機
児
童
が
生
じ
る
な
ど
、
児
童
の
健
全
育
成
上
支
障
が
生
じ
て
お
り
、
ま
た
、

子
育
て
支
援
並
び
に
こ
れ
ら
を
支
え
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
育
成
・
助
長
す
る
体
制
も

整
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

起
業
者
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
本
件
事
業
に
着
手

し
、
平
成
十
八
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
働
く
保
護
者
に
お
い
て
は
、
放
課
後
児
童
の
安
全
か
つ
健
全
な
居
場
所
が
確
保

で
き
る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
就
業
が
で
き
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
可
能
な
環
境
が
整
備

さ
れ
る
。

就
学
児
童
に
お
い
て
は
、
体
力
の
劣
る
現
在
の
児
童
の
体
力
と
健
康
の
増
進
が
図
ら
れ
、
ま

た
、
少
子
化
に
よ
り
、
普
段
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
異
年
齢
の
児
童
と
の
交
流

や
当
該
施
設
が
行
う
地
域
交
流
事
業
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
世
代
間
事
業
を
通
し
て
、

児
童
の
社
会
性
や
人
間
性
が
培
わ
れ
る
。

青 森 県 報������	
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ま
た
、
就
学
前
の
子
育
て
家
庭
に
お
い
て
は
、
本
施
設
が
、
子
育
て
に
係
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
動
の
場
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
不
安
の
軽
減
や
育
児
能
力
の
向
上
が
図

ら
れ
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
安
心
し
て
育
児
に
取
り
組
め
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
住
民
に
お
い
て
は
、
住
民
と
児
童
と
の
交
流
の
場
を
も
つ
こ
と
で
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
、
地
域
の
子
育
て
機
能
の
向
上
に
寄
与
す

る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
施
設
は
、
起
業
者
が
、
行
動
計
画
に
掲
げ
る
基
本
理
念
を
実
現
し
、

も
っ
て
対
象
地
域
に
お
い
て
子
育
て
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
と
し
て
は
、
ま
ず
、
周
辺
地
域
に
対
す
る

工
事
中
の
騒
音
・
振
動
、
供
用
後
の
騒
音
・
日
照
・
施
設
利
用
者
の
車
両
に
よ
る
交
通
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。

工
事
中
の
騒
音
・
振
動
に
関
し
て
は
、
低
騒
音
型
・
低
振
動
型
の
建
設
機
械
を
使
用
す
る
も

の
と
さ
れ
、
供
用
後
の
騒
音
に
関
し
て
は
、
建
築
物
か
ら
発
す
る
と
予
想
さ
れ
る
騒
音
が
弘
前

市
の
騒
音
環
境
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
日
照
に
関
し
て
は
、
建
築
基
準
法
等
の
法
令

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
件
施
設
の
利
用
に
伴
う
交
通
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
件
施
設
が
、
対
象
地
域
内

の
住
民
に
よ
る
利
用
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
管
理
者
の
適
正
な
管
理
運
営
の
も
と
に

お
い
て
、
交
通
渋
滞
が
生
じ
る
可
能
性
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
小
学
校
等
の
教
育
施
設
や
保
育
施
設
と
同
様
に
、
本
件
施
設
は
、
居
住
地
域
に
通

常
存
す
べ
き
公
共
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
公
益
は
地
域
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
起
業
者
は
、
本
件
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
事
業
内
容
等
に
つ
き
地
域
住
民

に
説
明
を
し
、
隣
接
住
民
か
ら
も
理
解
を
得
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
施
設
は
、
周
辺
地
域
に
対
す
る
騒
音
・
日
照
・
交
通
渋
滞
の
影
響

を
最
小
限
に
止
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
影
響
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
周
辺
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法
及
び
青

森
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
定
め
ら
れ
た
対
象
事
業
に
該
当
し
な
い
。

さ
ら
に
、
史
跡
・
文
化
財
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
十
四
号)

等
に
よ
る
文
化
財
等
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。さ

て
、
起
業
者
は
、
現
代
の
児
童
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
欠
け
て
い
る
も
の
の
一
つ
は
、

身
体
を
い
っ
ぱ
い
に
使
う

｢

遊
び｣

で
あ
り
、
本
来
、
子
ど
も
た
ち
は
友
達
と
共
に
自
由
に
走

り
回
り
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
で
体
力
の
増
進
や
協
調
性
、
社
会
性
の
涵
養
が
な
さ
れ
る
も
の
と
し

た
。
そ
こ
で
、
本
件
施
設
の
計
画
を
、
住
宅
街
と
い
う
対
象
地
域
の
特
性
上
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
に
あ
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
使
っ
た
運
動
や
遊
び
が
で
き
る
よ
う
考
慮
し
た
も
の
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
施
設
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
希
薄
化
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
を
取

り
戻
し
、
地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
の
強
化
を
目
指
し
、
就
学
前
の

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
、
さ
ら
に
、
地
域
の
子
育
て
機
能
を
支
援
す
る
様
々
な
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
も
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
起
業
者
の
視
点
と
計
画
は
、
都
市
化
・
市
街
化
・
核
家
族
化
が
進
行
す
る
対
象
地
域

に
お
い
て
、
起
業
者
の
策
定
し
た
行
動
計
画
の
基
本
理
念
等
を
実
現
す
る
た
め
の
相
当
な
合
理

性
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
起
業
者
が
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
の

合
理
性
に
つ
い
て
、
本
件
事
業
に
必
要
十
分
な
更
地
面
積
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
、

ま
た
、
そ
の
他
の
条
件
と
し
て
、
対
象
地
域
に
存
す
る
二
つ
の
小
学
校
区
の
児
童
の
利
便
性
に

優
れ
て
い
る
こ
と
、
安
全
な
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
る
こ
と
の
二
点
を
加

え
、
弘
前
市
大
字
田
園
一
丁
目
地
内

(

以
下

｢

第
一
候
補
地｣

と
い
う
。)

・
弘
前
市
大
字
末

広
四
丁
目
地
内

(

以
下

｢

第
二
候
補
地｣

と
い
う
。)

・
弘
前
市
大
字
田
園
三
丁
目
地
内

(

以

下

｢

第
三
候
補
地｣

と
い
う)

の
三
案
の
候
補
地
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

こ
の
三
案
の
検
討
に
お
い
て
、
本
件
申
請
案
で
あ
る
第
一
候
補
地
は
、
三
案
中
最
も
広
い
面

積
を
有
し
て
お
り
、
本
件
施
設
の
機
能
上
最
も
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、
両
小
学
校
の
ほ
ぼ
中
間

に
位
置
し
立
地
条
件
に
優
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
周
辺
の
環
境
は
、
宅
地
や
更
地
、
駐
車
場
と

な
っ
て
お
り
、
環
境
的
条
件
に
お
い
て
三
案
中
最
も
優
れ
て
い
る
。

第
二
候
補
地
は
、
第
一
候
補
地
と
比
較
し
て
敷
地
面
積
が
狭
く
、
本
件
施
設
の
機
能
を
確
保

す
る
上
で
機
能
的
に
劣
っ
て
い
る
。
ま
た
、
両
小
学
校
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
第
一
候
補
地
と

同
様
に
立
地
条
件
に
優
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
周
辺
の
環
境
は
、
敷
地
西
方
の
市
道
を
挟
ん
で

青
果
市
場
が
立
地
し
て
お
り
第
一
候
補
地
と
比
べ
て
環
境
的
に
劣
っ
て
い
る
。

第
三
候
補
地
は
、
第
二
候
補
地
と
同
様
、
第
一
候
補
地
と
比
較
し
て
敷
地
面
積
が
狭
く
、
本

件
施
設
の
機
能
を
確
保
す
る
上
で
機
能
的
に
劣
っ
て
い
る
。
ま
た
、
両
小
学
校
の
ほ
ぼ
中
間
に

位
置
し
第
一
候
補
地
及
び
第
二
候
補
地
と
同
様
に
立
地
条
件
に
優
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
周
辺

の
環
境
は
、
隣
接
地
及
び
近
隣
地
域
に
お
い
て
飲
食
店
や
商
店
が
集
積
し
て
お
り
、
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
施
設
の
環
境
と
し
て
は
、
三
案
中
最
も
劣
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
件
申
請
案
で
あ
る
第
一
候
補
地
は
、
三
案
中
、
機
能
的
・
環
境
的
・
経
済
的
に
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最
も
優
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
考
量
し
た

結
果
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
本
件
申
請
案
の
起
業
地
は
他
の
候
補
地
と
比
較
し
て
最
も
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

本
件
対
象
地
域
に
お
い
て
、
就
学
児
童
や
未
就
学
児
童
を
抱
え
る
就
労
家
庭
が
お
か
れ
て
い

る
状
況
は
深
刻
で
あ
り
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
で
き
る
限
り
早
期
に
発

現
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
必
要
な
最
小
限
の

範
囲
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
本
件
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
収
用
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

弘
前
市
役
所

青
森
県
告
示
第
七
十
三
号

平
成
十
七
年
十
二
月
十
六
日
次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
旨

の
公
告
を
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
公
告
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
か

ら
申
出
が
な
い
の
で
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)
第
六
十
七
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消
す
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

有
限
会
社
総
合
地
建

二

代
表
者
の
氏
名

小
野
寺

正
隆

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

八
戸
市
根
城
九
丁
目
四
の
八

四

免
許
証
番
号

青
森
県
知
事

(

三)

第
二
五
九
七
号

(

教
示)

こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
青
森
県
知
事
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
法

(

昭
和
三
十
七

年
法
律
第
百
六
十
号)

に
よ
る
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六

月
以
内
に
、
県
を
被
告
と
し
て

(

知
事
が
被
告
の
代
表
者
と
な
る
。)

、
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
異
議

申
立
て
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
そ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

青
森
県
告
示
第
七
十
四
号

次
の
青
森
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
売
り
さ
ば
き
場
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
青
森
県
証
紙
条
例

(

昭
和
三
十
九
年
四
月
青
森
県
条
例
第
十
号)

第
九
条
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
名
称

平
川
市
碇
ヶ
関
五
六
の
一

有
限
会
社
北
平
商
店

二

変
更
内
容

１

変
更
前
の
住
所
及
び
売
り
さ
ば
き
場
所

南
津
軽
郡
碇
ケ
関
村
大
字
碇
ケ
関
字
碇
ケ
関
五
六
の
一

２

変
更
後
の
住
所
及
び
売
り
さ
ば
き
場
所

平
川
市
碇
ヶ
関
五
六
の
一

公

告

土
地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
の
住
所
変
更

土
地
区
画
整
理
法

(
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

弘
前
市
安
原
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
、
次
の
と
お
り
理
事
の
住
所
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
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同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

教

育

委

員

会

青
森
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
号

青
森
県
文
化
財
保
護
条
例

(

昭
和
五
十
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
四
十
六
号)

第
四
条
第
一
項
及

び
第
二
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
を
県
重
宝
に
指
定
し
、
及
び
県
技

芸
の
保
持
者
に
追
加
認
定
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
教
育
委
員
会

一

県
重
宝
に
指
定
す
る
も
の

二

県
技
芸
の
保
持
者
に
追
加
認
定
す
る
も
の

選
挙
管
理
委
員
会

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
号

平
成
十
八
年
一
月
十
七
日
付
け
青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
号
で
告
示
し
た
青
森
県
議
会

議
員
十
和
田
市
選
挙
区
補
欠
選
挙
に
お
け
る
選
挙
人
名
簿
の
登
載
に
つ
い
て
、
被
登
録
資
格
の
決
定

の
基
準
と
な
る
日
、
登
録
を
行
う
日
及
び
縦
覧
に
供
す
る
期
間
を
、
公
職
選
挙
法

(

昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
号)

第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
定

め
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号)

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人

一

被
登
録
資
格
の
決
定
の
基
準
と
な
る
日

平
成
十
八
年
二
月
十
六
日

た
だ
し
、
年
齢
に
つ
い
て
の
基
準
と
な
る
日

平
成
十
八
年
二
月
二
十
六
日

二

登
録
を
行
う
日

平
成
十
八
年
二
月
十
六
日

三

縦
覧
に
供
す
る
期
間

平
成
十
八
年
二
月
十
七
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
号

平
成
八
年
十
月
四
日
青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
八
号

(

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る

こ
と
の
で
き
る
施
設
の
指
定)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日

青
森
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

川

村

能

人
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氏

名

住

所

秋
元

隆

弘
前
市
大
字
広
野
二
丁
目
三
〇
の
七

櫻
庭

千
代
太
郎

弘
前
市
大
字
泉
野
四
丁
目
一
の
五

成
田

忠
俊

弘
前
市
大
字
広
野
一
丁
目
一
九
の
七

種

別

名

称

員

数

所

在

地

所
有
者

県
重
宝

菊
牡
丹
唐
草
轡
十

字
紋
蒔
絵
漆
器

一
三
点

八
戸
市
大
字
根
城
字
東
構
三
五
番
地
一

八
戸
市
大
字
鷹
匠
小
路
一
八
番
地

八
戸
市

杉
本
旭

種

別

名

称

保

持

者

住

所

保
持
者

県
技
芸

津
軽
箏
曲
郁
田
流

青
森
市
大
字
筒
井
字
八
ツ
橋
一
七
二
番
地
五

青
森
市
合
浦
二
丁
目
一
三
番
二
三
号

青
森
市
合
浦
二
丁
目
一
三
番
三
号

櫛
引
禮
子

葛
西
洋
子

葛
西
淑
子

� �
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表
中

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

を

｣

｢

に
改
め
る
。

｣
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五
所
川
原
市
松
島
会
館

〃

松
島
町
二
丁
目
八
九

松
島
会
館

〃

松
島
町
二
丁
目
八
九

み
な
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃

大
字
湊
字
千
鳥
九
〇

北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃

字
幾
世
森
五
一
の
一

市
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〃

相
内
岩
井
八
一
の
三
八

四

福
地
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

福
寿
館

三
戸
郡
福
地
村
大
字
福
田
字
下
平
三

五
の
一

南
部
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

福
寿
館

三
戸
郡
南
部
町
大
字
福
田
字
下
平
三

五
の
一

南
部
町
立
名
川
町
民
ホ
ー
ル

｢

楽

楽
ホ
ー
ル｣

〃

南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
白

山
八
一

南
部
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ぼ
た

ん
の
里

〃

南
部
町
大
字
沖
田
面
字
千
刈

四
五

� �
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(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行


